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を説いているO 特に職業指導を行う場合は，上
述の 5つの側面をうまく結合しなくてはなら
ず，相互協力，相互促進の関係にあることを指
摘しているO
また，高校の各学年段階の職業指導の観点、と
して， 1年生の段階では，社会的視野を広め，
興味・関心を拡大させ，親の職業を理解させ，
生徒の自己理解や将来の職業に対する探索を促
進させる。 2年生の段階では，職業指導をより
一層，展開し，職業に関する専門的な知識・理
解，理想とする職業と人生観との関係の理解，
希望進路，親と生徒との認識の交流，将来の職
業に対する暫定的な選択に対する援助を与え
る。 3年生の段階では，職業指導を一層充実し
て行ない，事前の準備をととのえ，生徒に将来
の職業に対し自信に満ちた選択をさせるように
援助する。ことを掲げている。
そして，特に，①週に l時限の職業指導の授
業時間を設けること，②見学訪問を組織し社会
的実践活動に参加させ，各職業の具体的なイ
メージをより詳しく理解させ，専門的知識と労
働の技能を豊かにさせ修得させること，③「工
を学ぶJI軍を学ぶJI農を学ぶ」活動を組織し，
一緒に労働し訓練し役割や精神を学ばせること
などをt是唱している。
以上のように，中国における中学校，高等学
校の職業指導は，国家の教育方針，行政指導の
もとに，本格的に取り組み始めたところである
が，特に， 3年生に対する一定の職業方向づけ
と進学分流指導にその特徴をみることができ
る。
結び
今回， 2度にわたって取り上げた中国の教育
は，国家目標に寄与できる有用な人材を育成す
ることが主な任務であり， この点，現在のわが
国のように，どちらかというと個人的ニーズを
充足する必要から教育計画を立てるのと，その
発想や立場を異にしている O
また，中国の教育で特徴的あるのは，既に小
学校の思想品徳の授業で，五愛(祖国，人民，
労働，科学，社会主義を愛する)を基本として
思想教育を行っている。「労働」の授業では生徒
の心身の正常な発達を遂げ，健康な体を保持
し，きちんとした生活習慣と労働習慣を養うこ
とをt昌げている。
「労働技術教育」では，主に生徒の労働観，労
働習慣を養い初歩的な労働技術を習得させるこ
とをねらいとし，工業・農業生産，サービス業
的な労働の基本技術や職業技術教育，公益労働
などを行うことにしている。そして，特に職業
技術教育を重視している。
職業技術教育そのものは，あくまでも技術教
育で職業指導そのものではなL、。しかし，最近，
職業指導(進路指導)の重要性の認識が高まり，
さまざまな実験が行われている。なかでも，職
業的知識・理解，職業観・勤労観，啓発的経
験・勤労体験などの「識JI観JI験」の総合が
うまくなされている O
また，今までの国家による配置指導は，単な
るマッチングで卒業学年の短期間の進学・就職
あっせんであったが，最近では，中学入学後の
比較的早い段階から生徒の能力，適性，興味・
関心を育て，それらを考慮しながら職業方向づ
けの指導，進学における分流指導(コース化)
を行なっている。このあたりに中国の新たな職
業指導，進学指導の展開をみることができる。
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こと，
④職業意識を高め，職業志向を発展させるよ
う援助すること，
第三学年の具体的目標
①正しい選択力を確立し，国家，集団，個人
との間での関係を適切に処理し，自覚的に国家
の要請に従うよう教育すること，
②個人の生理的心理的特徴と学業成績水準と
を分析し修得させるよう生徒を指導援助する
こと，
③自分に関心のある種類の職業と市区内にあ
る各種類の学校の基本的の実態と要求を理解す
るように援助を与えること，
④社会のニーズと自分の特徴に応じて学校と
職業を選択するように生徒に指導援助を与える
こと，を具体的目標として掲げている。ここで
は紙面の都合で，③実験の設計，④実験の対象
と方法，⑤実験の過程，については省略する。
⑥実験の効果としては，およそ次の 5項目に
ついて効果がみられた。すなわち，
1.生徒の職業に対する選択観に変化がみら
れ始め，社会需要と個人の志向との結合に注意
し始めている，
2.生徒が正しく自己を理解し，職業を理解
するという認識の発展がみられた，
3.生徒の興味と能力が訓練され発展した，
4.生徒の進路の選択・決定の能力が高めら
れた，
5.生徒が自分の進路希望に基づいて学校に
応募する率が高まり，生徒の満足感がみられ生
徒の分流(各種コース化)も比較的合理的に
なった，
以上のことが，職業指導の実験的研究で明ら
かにされたとしている。しかし， この実験的研
究の総括としての問題点として，中国では職業
指導は非常に古い伝統を持っているにもかかわ
らず，最近では極めて新しい課題であるといえ
る。また，内容的にあまり理解されていないよ
うなところがある。職業指導は特に社会の多く
の方面や分野に関連した体系的な作業や活動を
伴うため，学校での職業指導を展開するには，
まずもって社会の各方面の理解や連携・協力が
なくてはならない。そのためには職業指導に対
する宣伝も必要であり，職業指導担当者の認識
や意欲も大切な問題である O
こうしたことから，職業指導の今日的課題と
して，①職業指導に関する宣伝と教育の問題，
②職業指導を展開する組織・運営の問題，③職
業指導を展開するモデルの問題，④職業指導に
関するテストの作成の問題，⑤職業指導担当教
師の養成と研修の問題，⑥職業相談担当教師
(カウンセラー)の問題，⑦職業指導に関する心
理諸検査の問題，⑧生徒の興味や能力に対する
訓練と育成の問題，⑨職業指導の時間配当の問
題，⑩職業指導に対する評価の問題，など，改
善充実に向けての諸問題が横たわっているとい
える。
(3) 高校段階における職業指導の展開に対す
る認識について
中国では中学校段階に限らず高等学校におい
ても職業指導の必要性に対する認識は高まって
いるとみてよい。上海市の比楽中学校は， もと
もとは抗日戦争後， 1946年に黄炎培によって創
設された学校で職業教育事業の中のすぐれた所
の一つで、あり，普通中学校で職業訓練と職業指
導を実験した中学校である O 黄炎培も比楽中学
校を「特別な中学校」と呼び，いわゆる普通中
学校と職業中学校の聞の境界線もなくし，比楽
中学校という普通中学校で職業訓練と指導を
行った経験のある学校である。
最近の比楽中学校(高校を含む)の実践によ
ると，毎年，高校3年生には卒業に直面した時
に，まだ自分の志望を決めてない生徒も少なく
なく，日分の志望を親に決めて買う生徒がいる
と指摘している。こうしたことから，今日の時
点で改めて高校 l年の段階からの職業指導の必
要性を提唱している O
そして高校段階での職業指導を行う場合に
は，①職業指導と家庭教育の結合，②職業指導
と思想の結合，③職業指導と第二教室の結合，
④職業指導と卒業後の進学と就職との結合，⑤
職業指導と学科の社会実践との結合，の必要性
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産湾区の中学校で職業指導の実験研究が開始
されたのは 1987年3月からであるが，そこで
の課題は職業指導の重要性と必要性の認識と，
如何に職業指導を展開するかにあったようであ
る。研究レポートによると，
①問題の提起，②実験の目的，③実験の設計，
④実験の対象と方法，⑤実験の過程，⑥実験の
効果，⑦問題をめぐる検討，から成っている。
①問題提起では，中学校教育は基礎教育で，
全民族の資質を高め，各水準各種類の部門の人
材を育成する重要な教育を担っている。中学校
教育の主な任務として上級学校への進学指導と
就職指導としての 2つの側面がある。しかし，
中国では教育体制における問題として，一方的
に進学率を追求し，狭い人材観の影響により，
思想教育も不十分なために学校教育と社会需要
の問で大きなギャップが現出している。
生徒が自分の志向や進路を選択する時に，社
会の需要と自分の特徴をあまり考えないで，い
わゆる「流行」だけを重んじ利益のある専門分
野しか選択しない傾向がある。自分の才能を発
揮できる専門分野に進むか，それとも給料や環
境の良い仕事に就くかといった場合，ほとんど
後者を選択する。専門分野に進み勉強に入る
と，その専門にあまり興味がないということに
気づく，いわゆるミスマッチの問題が生じてい
る。こうした現象は，その上級学校にとっても，
また社会にとっても好ましいことではなL、。学
校にとっては授業が成立しないし社会経済の発
展にも不都合が生ずることになる。このこと
は，既に 1986年の車湾区の生徒募集において
みられ，職業高校の都市建設の専門分野の募集
は難しく， 80%の生徒は第二志望であった。ま
た看護の分野でも生徒が非常に少なかった。他
方，ホテル，観光という専門分野への志望学生
は非常に多く，実に職業学校の受験生の人数の
65.5%を占めることになった。
また，区内の 334人の学生に対するサンプリ
ング調査で自分の特徴と自分が選んだ専門分野
あるいは職業が理解できる学生はわずか 4.2%
で，約 88%の生徒が自分の志向や進路を選
択・決定する時に親の意見に従っている。これ
らの矛盾や問題を研究し克服し，また学校教育
の役割をより一層発揮し社会主義経済建設に努
めるため職業指導の研究と実験を開始したと述
べている。
②実験の目的については，全体の目標として
つぎのように述べている O すなわち，職業指導
は教育の全体的な改革の一部分である。職業指
導の目的は生徒に進路の目的意識を持たせるよ
うに教育し，全心全意をもって人民に奉仕する
という思想を確立させ，社会の需要に応じて自
分の生理的心理的な特徴を考えながら進路を選
ぶように援助することにある。
これによって，上級学校や専門分野の要求に
相応した新入生を募集することができ，社会の
各職種における職業要求を満たす人材を募集で
き，個人が自己の才能を発揮できる専門あるい
は職業を見つけ，社会に大きな貢献をすること
ができるとしている。
そして生徒の各学年の具体的目標としては，
第一学年の具体的目標
a:生徒に自分の周囲の職業の一般的状況を理
解させること，
cg:他人の労働を尊重し，労働を好み，良い労
働習慣と行動規範を身につけ，立派な公民とな
るよう生徒を教育すること，
③自分の職業興味と能力を基本的に理解させ
るよう生徒に援助すること，
④正しい理想や目標を確立させるよう生徒を
誘導すること，
第二学年の具体的目標
①平凡な仕事に従事することを熱愛し，労働
と仕事に貴賎はなく，社会主義建設に貢献する
ことを生徒に教育し，正しい労働観と職業観を
確立させるよう生徒を援助すること，
②生徒の職業興味と能力を一層訓練し，発展
させること，生徒自身に職業，性格，気質を理
解させ，生徒の各々の資質を培うように努めさ
せること，
③生徒に自分が住んでいる区の普通高校や職
業学校の状況や要求を理解させるよう援助する
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⑦学校の就職指導の啓発による(1.9%)，⑧明
らかな目的がない (0.95%)，⑨同級生の影響に
よるもの (0.25%)，などとなっている。
4. 男子生徒と女子生徒の進学志望と専門選
択に対する意向の差異について
中学校3年生の進学先の学校選択と専門分野
の選択の意向についての男女差をみてみると，
およそ次のことが指摘できる。すなわち，第一
志望として重点高校，非重点高校への進学を希
望する者は女子生徒より男子生徒に多い。重点
校は 3.04%多く，非重点校は1.08%多L、。
つぎに，第一志望として中等専門学校，職業
学校を希望する生徒は男子に比較して女子生徒
が多く，中等専門学校では 4.91%，職業学校で
は0.58%多くなっているO また技術労働者学校
を選ぶのは男子生徒に多く，特に師範学校を選
ぶのは男子生徒に比べ女子生徒は著しく多く，
その比率は 12.7:1の割合となっている O
中学生の専門分野の選択の意向については，
その選択の順位をみると，男子生徒は，①電気
産業，②交通運輸，③機械加工，④商業，⑤観
光サービス，⑥財政金融，⑦都市建設，~食品
加工，⑨工業芸術・美術，⑩医療衛生，⑪秘書，
⑫紡績，⑬農業・畜産・漁業，⑭師範，となっ
ている O 他方，女子生徒については，①商業，
②医療衛生，③財政金融，④観光サービス，⑤
電気産業，⑥秘書，⑦工業芸術・美術，⑧機械
加工，⑨師範，⑩交通運輸，⑪食品加工，⑫都
市建設，⑬紡績，⑭農業・畜産・漁業，の順と
なっている。
5. 重点校と非重点校の中学生の進学志望の
差異について
重点中学校生徒の主な進学希望校は普通高校
への進学で、ある。したがって，高校進学と中等
専門学校，職業学校，技術労働者学校を選択す
る生徒数は3.86:1の割合である。なかでも重
点中学校卒業生の重点高校を選ぶ割合は
87.38%を占め，非重点中学校の卒業生の
25.42%に比較するとかなり多い。
中等専門学校，職業学校，技術労働者学校へ
の進学志望は，非重点中学校の卒業生に多い。
6. 生徒の進路先の選択に対する親の意向に
ついて
親が生徒の進路選択とりわけ進学に対して希
望している進学先として第一希望をあげている
のは，つぎの通りである。すなわち，重点高校
を選択する者は全体の 34.23%(4，401人)を占
め，非重点高校選択は 9.32%(1，213人)となっ
ている。また，中等専門学校選択は 32.32%
(4，156人)，職業学校選択は 9.02%(1，160人)，
技術労働者学校選択は 11.37%(1，462人)，師範
学校選択は 2.64%(339人)となっている。した
がって，以上のうちの中等専門学校，職業学校，
技術労働者学校を選択する者の合計では全体の
52.71% (6，778人)を占めているO
つぎに親が生徒の専門分野に対する意向とし
ては，前述の 14専門分野に対する選択の高い
順にあげると，
①財政金融，②電気，③商業，④観光・サー
ビ、ス，⑤医療・衛生，⑥機械加工，(1交通運輸，
⑧秘書，⑨工業芸術・美術，⑩師範，⑪都市建
設，⑫食品加工，⑫紡績，⑭農・畜産・漁業，
の順になっている。全体的にみると，親と生徒
の進学先の学校選択の一致度は全体の 74.05%
を占め，専門分野の選択の親と生徒の一致度は
全体の 62.88%を占めている O
(2) 中学校の職業指導の実験的研究
中国・上海市庫湾区教育局では， 1987年より
国家教育委員会職業技術教育司が主宰した教育
科学第7回5か年計画の重点研究項目として職
業指導理論研究と実験というテーマで実践的研
究がおこなわれている。この研究は，現在の中
国・上海市における進路指導の先導的研究と見
倣すことができる。そこで， ここでの実践的研
究を例にあげて，中学校進路指導の動向を考察
し明らかにしていきたいと考えているO
ところで，宜湾区は上海にある区の中で一番
小さい行政区で，人口はおよそ 46万人余りで
商業と第三次産業が比較的発達している地区で
ある。幼稚園が42か所，小学校49校，中学校
27校，生徒が約6万人，学校の教職員は8千人
ほどの所である。
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「本市人民の思想道徳と科学文化の水準を高
め，社会主義物質文明と精神文明の建設の必要
に応ずるため，中華人民共和国憲法の規定によ
り，本市の具体的な状況と結び、ついて本条例を
制定するj(第 l条)
「本市では小学校から中学校まで 9年間の義
務教育を実施する。また，積極的に条件をつ
くって高等学校段階の教育(普通高校と各種の
中等職業技術学校を含める)を普及するj(第2
条)
「中学校と小学校は国家の教育方針を全面的
に貫いて，教育の質をできるだけ高め，学生を
品行，知識，体賢などの面で全面的に発達させ，
理想、，道徳，文化，規律のある新しい世代に成
長させるj(第8条)
と規定している O このように，中国共産党中
央の「教育体制改革に関する決定」や， I中華人
民共和国義務教育法j，I上海市義務教育普及条
例」等から，中国における中等教育，職業技術
教育の基本的立場を理解することができる。
3. 中国における中学校，高等学校段階での
進路指導の実践例とその分析的考察
(1) 最近の中国・上海市の中学校3年生の進
学に関する意識傾向
中国における進路指導，とりわけ中学校段階
における分流指導に関して，中学校の進路意識
を把握することは非常に意味のあることであ
るO ここに紹介するのは， 1988年に実施された
上海市内の中学校3年生の進学に関する意識調
査に基づくものであるO
調査対象は上海市内の中学校 135校(内訳は
重点中学校 17校，非重点中学校 119校)の中学
校3年生 12，858人(重点中学校生徒 1，617人，
非重点中学校生徒 1，241人)である。男女比は
男子生徒6，356人，女子生徒6，202人となって
いる。サンプル数はその年の上海市内の中学校
3年の卒業生数の 25.7%を占め，サンプルの構
成比は，市内中学校の構成及び3年生の構成比
と大体同じである。また。重点中学校と非重点
中学校の割合は 1 8で，重点中学校生徒と非
重点中学校生徒の割合は 1: 7となっている O
調査方法は質問紙調査法により質問項目の内
容としては，生徒の進学志望，専門の選択，選
択の理由(根拠)及び生徒の進学・専門選択に
対する親の意向，などが取り上げられているO
調査結果によると，およそ次の通りであるO
1. 生徒の進学志望に関する意向について
第一志望として，高校進学に関しては重点高
校を選ぶ生徒が全体の 33.25%は，275人)を占
め，非重点高校を選ぶのが7.04%(905人)と
なっている。中等専門学校進学希望は 30.97%
。，982人)，職業学校進学が 11.0%(1，415人)，
技術労働者学校進学が 13.71%(1，763人)，師範
学校進学が3.3%(426人)となっている。
これによると，中学校卒業生の進学志望先と
して中等専門学校，職業学校，技術労働者学校
等を選択する生徒は，今回の調査人数のうちの
55.69% (7，160人)になる。
2. 生徒の専門選択の意向について
この調査では上海市内の中等専門学校，職業
学校，技術労働者学校が現在設置している専門
分野を 14種類に分類して調査をおこなってい
る。すなわち，分野として，①商業，②財政金
融，③電気産業，④観光サービス，⑤医療衛生，
⑥機械加工， ⑦交通運輸， ⑧秘書， ⑨工業芸
術・美術，⑩師範，⑪都市建設，⑫食品加工，
⑬紡績，⑭農業・畜産・漁業などとなってい
る。
このなかで，生徒の専門選択の意向として
は，比較的選択率の高かったのは，商業が
15.34%，財政金融が 14.99%，電気産業が
14.8%，観光サービスが 10.78%、となっている。
3. 生徒の志望選択に影響を与える主な要因
について
この調査では，生徒の志望選択に影響を与え
る主な要因として，次の 9項目についてきいた
ものであるが，それによると，
①自分の学力による (31.6%)②自分の愛好
による (31.2%)③自分の将来の発展から考え
る(13%)，④親や友だちの影響 (7.9%)，⑤自
分の利益になる (6%)，⑥本人の特徴 (5.9%)
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受けた都市と農村の労働者も緊急に必要となっ
ている。大きな技術労働者のチームがなければ
先進的な科学技術と先進的な設備は現実の社会
生産力とはならなし、。しかし，職業技術教育は
まさに現在のわが国の教育事業における最も弱
い部分である。確実に有効な措置を講じてこの
状況を変え，職業技術教育の部分を大いに発展
させるように力を注がなければならない」。
「職業技術教育を大いに発展させるという要
求に基づいて，わが国の青少年は一般的に中学
校段階から分流(各コースに分化)し始め，中
学校卒業生の中で一部の人は普通高校に進学
し，また一部の人は高校段階での職業技術教育
を受ける。そして高校卒業生は，一部の人は大
学に進学し，一部の人は高等職業技術教育を受
けている O 小学校卒業後，中学校段階の職業技
術教育を受けた者は就職しでもよいし，進学し
てもよい。普通高校，一般大学及び職業技術学
校に進学しなかった学生は，短期間の職業技術
訓練を経て就職することができる」
「現在の中等専門学校と技能労働者学校にあ
る潜在力を掘り起こして新入生の募集を拡大
し，また計画的に一部の普通高校を職業高校に
変えて，あるいは職業クラスを新しく増設し
て，さらに新設の同じ種類の学校を加えて，で
きるだけ 5年位の間で大多数の地区の高等学校
段階における各種の職業技術学校の生徒の募集
数を普通高校生の募集数とほぼ同じようにし，
現在の中等教育構造の不合理な状況を改善する
ように努力しなければならない。」
「職業技術教育の発展は中等職業技術教育に
重点を置き，中等専門学校の中核的役割を発揮
させ，同時に高等職業技術学校を積極的に発展
させ，同系統の中等職業技術学校の卒業生及び
当該専攻について実践経験があり成績合格の在
職者を優先的に入学させる。そして初級から高
級までの産業と結び、ついた合理的な構造をもっ
普通教育と相互に乗り入れできる職業技術教育
システムを次第に確立してし、く。J
「中等職業技術教育は経済と社会発展の必要
と密接に結ひーつかなければならず，都市では企
業の技術，管理水準の向上と第3次産業の発展
の必要に対応し，農村では産業構造の調整と農
民が働いて富を築く必要に対応しなければなら
ない。職業技能の訓練に重点を置き，訓練の範
囲はあまり狭くしないで基礎教育が適切に組み
込まれ，それによって長期で広汎な就業と技術
革新を行うこと及び継続的研修の必要に応ずべ
きである。と同時に職業道徳と職業規律の教育
を重視すべきである。」というように，職業技術
教育の必要性，中学校段階からの分流，各種技
術学校の拡大と普通高校偏重による中等教育構
造の不合理の改善などを提唱している。
また， 1986年4月12日に第6回全国人民代
表大会第4次会議通過の「中華人民共和国義務
教育法」は，全条 18条から成り， 1986年7月1
日から施行されたが，それによると， I基礎教育
を発展し，社会主義物質文明と精神文明の建設
を促進するため，憲法とわが国の実際の状況に
即し，この法を制定するJ(第 l条)
「国家は9年制の義務教育を実施する。省，自
治区，直轄市はその地域の経済，文化の発展の
状況に応じて義務教育を推進するJ(第2条)
「義務教育は国家の教育方針を貫き，教育の
質をできる限り高め，児童，少年が道徳，知力，
体質などの面で全面的な発展をさせ，全民族の
資質を高め，理想，道徳，文化，規律のある社
会主義建設の人材を養うための基礎を固めなけ
ればならなしリ(第3条)
「国家，社会，学校と家庭は法律により適齢児
童，少年が義務教育を受ける権利を保証する」
(第4条)
「満6齢の児童は性別，民族，種族を間わず，
みな入学し規定された年数の義務教育を受けな
ければならない。J(第5条)
などと規定されている O
また， この中華人民共和国義務教育法に先
だって，前年の 1985年7月28白に， I上海市義
務教育を普及する条例」が上海市第8期人民代
表大会第4次会議で通過し，全20条から成り，
1985年9月1日に施行されている O これによる
と，
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れた第四中華職業補習学校であったようであ
る。但し，この学校は 1937年に開設されたが，
1945年に閉校している。補習学校は，知識を求
め向学心のある者すべてが，性別，年令，職業
を間わず入学できる制度となっていた。
また，職業補習学校の方式は融通性を持ち，
多様化したものであり，情勢に応じて学校を設
け，入学に便利であるという考えに基づいてお
こなわれた。授業時聞からみると，職業補習学
校は，つぎのような種類がある。
①朝校 朝の通勤する前に授業を教え，仕
事を妨げないことを原則とする。②日校 日
中の 1・2時間を利用して授業を行う。③夜
校，④日曜学校，⑤農閑期学校，⑥通問学塾一
決まった時間がなく，通信教育と教室教育の中
間的なものである などがあげられる O
( 4) 新中国における職業教育社等の役割
解放後，とりわけ第 1回三中全会以後，職業
教育社の組織や役割が新しい展開をみるに至
り，職業教育社の同志たちは現実の需要に応じ
て職業学校教育，職業補習教育，職業指導と職
業教育に関する理論研究などで新しい貢献を行
なっている。
不完全な統計資料であるが，民主建国会と中
華職業教育社の資料によると， 1980年から
1986年末にかけて，民建，工商連合会の地方組
織及びそのメンバーが，社会のために各レベル
の工商専門の人材を 155万9千人以上養成した
としている。
その中で，これらの学校で養成した学生は 73
万4千人以上であり，短期養成班で養成した学
生は 27万6千人以上，民建，工商連合会が主催
した講座に参加した聴講生は延べ 54万8千人
であると述べている。 また， 1986年末まで民
建，工商連合会は合わせて各レベル各種類の学
校を 148か所を開設した(高等専門学校3校，
中等専門学校20校，余暇学校 125校)。
1980年から 1986年末まで各種類の専門技術
の養成班を 5390個，特定の題目についての講
座を 8510回開催している。
1980年以来， 職業教育社雲南支社， 上海支
社，福建支社，深ガ1耕事処と河南工作組などが
聞いた職業教育施設は，高等教育，中等教育，
基礎教育などのレベルを含めると(その中には
福建の中華職業大学と，上海，深歩1の中華職業
学校，毘明の中華余暇学校，上海，福州，深歩1
などの中華職業補習学校，見明の新中華実験小
学校，福建の中華職業技術養成センターなどを
含む)，入学人数は約 17万6千人にも達してい
る。卒業後，建設に従事する人材は約6万7千
人にのぼっている O これらの資料は，中国にお
ける職業教育の必要性と重要性を端的に物語っ
ていると言うことができる。
そして，現在，職業教育は，中国の憲法にも
規定され，教育体制改革の重要な一部分とな
り，以前にも増して職業技術教育の展開が行な
われているのである。
2. 中国の教育法規等にみられる学校教育，
職業指導の基本的立場とその特徴
前論文でも若干，論じているが，中国では，
1985年5月27日に「教育体制改革に関する中
国共産党中央委員会の決定」の中に，教育の目
標や職業技術教育の基本的な立場を伺い知るこ
とができる。この「決定」は，つぎのように
①教育体制改革の根本的な目的は民族の資質
を高め多くの人材を育成することにある。
②基礎教育を発展させる責任を地方政府に渡
し段階的に 9年制の義務教育を実施する。
③中等教育の構造を調整し，大いに職業教育
を発展させる。
④大学の学生募集計画と卒業生の配置制度を
改革し大学の自治権を拡大する。
⑤指導を強め，各方面の積極的な要素を利用
し，教育改革が順調に進展することを保証す
る。
の5つの柱を立ててその内容を掲げている。
そして，特に職業技術教育に関しては， I社会
主義現代化建設には高度なレベルの科学技術専
門家が必要なだけでなく，何千万何百万とい
う，適切な職業技術教育を受けた初級，中級技
術者，管理者，技能労働者及び他の職業訓練を
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考えた。また，職業教育の理想は，学校と社会
と，勉強と奉仕とを結合させることであると考
えた。
第二は，職業技術学校では，手と脳(頭)を
共に訓練すべきであるという主張であるO 前述
のように，教育を生、活と密接に結び、っかせ，学
校と社会と，勉強と奉仕とを結合させるべきで
あると考え，手と脳(頭)を共に訓練すること
こそ人間の生活教育における最も基本的な事柄
であると主張した。
こうした理論に基づいて職業技術教育を行う
時は，つぎの原則に従うべきことを提唱してい
る。すなわち，
①場所， 時間 条件によって， また対象に
よって教育を施す。
②職業社会に向けてやるべきである。
③理論と実際を関連させる教育原則を貫くこ
とである。
と述べている。それというのも，職業技術教
育は，最も時間性と空間性に富むものであるか
ら，実施する時は科学的調査研究が必要であ
るo l、かなる職業学校にも学科を設ける時は，
地元の社会状況を十分に調査すべきである。農
村は都市と違い，同じ農村や都市でもその他の
状況によってそれぞれ異なるO 万一，設けられ
た学科が不必要なものであれば，将来，学生の
進路に大きな影響を与えかねないのである O 農
業，工業，商業の各産業が人材に対する要求に
違いがあり，また学生一人ひとりの生理的条
件，特性，興味・関心もそれぞれ異なる。した
がって，基礎教育を施す普通学校よりも，職業
技術学校の場合は対象に応じて教育を施すこと
を強調すべきであるとしている。
また，職業技術学校は社会に向けて農工商と
いう各産業の必要に応じてやるべきであるO そ
して，子と脳(頭)を共に訓練するために，職
業技術学校は，学生を皆な工場，農場，庖，蚕
場などで実習を行うべきであると提唱してい
る。
(3) 中華職業教育社，中華職業学校及び補習
学校の役割
1917年， 黄炎培と察元培等の48人で中華職
業教育社を設立し， 1918年初めての中華職業学
校を創立した時から，彼等は中華人民共和国成
立までの 32年間，各種類の職業学校と職業指
導機関を 100個所以上も設置しているO
1917年に中華職業教育社が創立された当時
は，若い労働者の文化水準が低く，技術水準も
高くなく，また才能のある労働者が勉強を継続
したくとも経済的原因で不可能であるというさ
まざまな問題に対し，各種類の補習学校，補習
班が開設され，いろいろな講座が開設されるよ
うになるO
中華職業教育社が最初に主催した補習学校
は， 1921年の工商補習夜間学校である。 その
後，中華職業教育社と中華職業学校は，何回と
なく職業補習学校を試みているo1927年には上
海に職業指導所が設置され，社会に応じて夜間
学校(夜校)を創設し，それと同時に朝校も試
みられた。工場や庖の若い従業員を募集し，歓
迎され，数年後には次第に拡大し，朝校は満員
となり，ついに「通問学塾」を創設し，知識を
追求する青年達の要求を満足させたのであるO
「通問学塾」とは，通信教育と教室教育の聞の
学校で，その教授方法としては通信，講義，談
話などによるものである。学生はノート，作文
を何時でも発表でき，先生に訂正して貰える。
また疑問のある時には，学生は何時でもかまわ
ず学校に行って教授して貰えるというシステム
であったようである。
また，職業補習教育は，全日制学校あるいは
正規の学校で解決できない沢山の問題が解決で
き，その教育を受けられる人数は正規の学校教
育を受ける人数をはるかに越えるということ
で， 1932年の職業教育社の記念会の折に，大規
模な職業補習学校の創立を決議している。中華
職業教育社が創設した上海中華職業補習学校
は，上海が占領される前は，非常に活発であっ
たようである。学校の所在地あたりの大小工場
や屈には，すべてその学校の学生がいるといっ
た状況で，学生が最も多く，規模が最も大き
かったのは，中華職業教育社(本社)に附設さ
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1917年に米国の視察から帰国してから，黄炎
培は， 察元培， 梁啓超らの 48人にのぼる教育
界，産業界の著名人と協力し，共同で 1917年5
月6日，上海で中国で最初の職業教育団体 中
華職業教育社を設立した。黄炎培は，当時の中
国の伝統的封建教育が職業と分離し，学校が社
会と遊離していることを痛感し，教育で国を救
うことを考えたようである。したがって，職業
教育杜の設立目的として， I①個人の発展のた
め，②個人が生活の道を立てるための準備であ
り，③個人が社会に奉仕するための準備であ
り，④国家及び世界に生産力を増加するための
準備である」と述べている。
彼は特に， I職業を尊敬し群衆を楽しませる
ことJI自分のために生活の道を立て，群衆に奉
仕することJ，すなわち， I敬業楽群JI為己治
生，為群服務」ということを提唱している。こ
うした職業教育社の勃興と黄炎培の教育が生産
を発展し，民族経済を発展することに奉仕すべ
きことにあるとする職業教育理論の提唱は，当
時としては衝撃的な出来事であったと見倣すこ
とができる。彼の職業道徳を重視する教育思想
は，現在においてもそのまま参考にすることが
できる精神的遺産といえる。
しかし，当時の中国は半封建，半植民地の地
位からまだ脱却できない状況にあり， とりわ
け， I九・一八」事変後，民族の存亡の危機が
迫ってきた。彼は， I職業教育は，民族解放，民
権平等，民生幸福の社会にあってこそ，はじめ
て彼の人類のために福を造るという思想が実現
できる」ということを悟り，それからというも
のは，彼の主なエネルギーは，抗日救国の活動
に注ぎ込まれていくのである。
1926年前後から，黄炎培はさらに， I大職業
教育主義」を提唱し，職業教育に従事するのに
は，政治活動と現実社会と遊離してはいけない
と主張し，彼の提唱により職業教育社の活動
は，次第に都市から農村へ，学校から社会へ発
展していったのである。ところで， 1937年
「七・七」事変の後， 中国共産党は全国に打電
し，全民族が抗日戦争に投入するよう呼びかけ
たが，黄炎培は国民党と共産党の団結救国を促
進するため，八方奔走し，実際の行動でもって
抗日民族統一戦線を組織するという中国共産党
の政治主張を支持するのである。
1939年に黄炎培は，長澗 沈釣儒らと一緒
に， I統一建国同志会」を成立させ民主憲政活動
を展開し， 1941年には中華職業教育社を代表し
て，他の政治派閥と一緒に中国民主政治同盟
(後に中国民主同盟と改称)の組織に参加して
いる。 1945年，抗日戦争が勝利して，中国共産
党の平和国家建設，連合政府を成立させるとい
う呼びかけに，黄炎培は一部の民族工商界，金
融界及び教育界の著名人と一緒に，その年の 12
月に「民主建国会Jを組織し，内戦に反対し平
和民主建国を求める闘争に従事している。
新中国が成立してからは，中央人民政府委
員，政務院副総理兼軽工業部部長，全国政協副
主席及び全国人民代表大会常務委員会副委員長
など重要な指導者の職務を歴任している。
(2) 黄炎培の職業教育思想
黄炎培は， 1917年，中華職業教育社が設立さ
れる前に， I新大陸と教育」という本を出し，そ
の中で職業教育について次のように述べてい
る。「職業教育を広義に解釈すると，すべての教
育が職業の意味を含むものであるO 教育とは人
に知識，技能を授けることによって，その人を
世の中に生活させることである。……職業教育
は実用を重んじ，純粋に生活するためのもので
ある」と述べており，教育の本質は「職業J的
なものであると明言している。
また，黄炎培の職業教育思想についてみてい
くと，理想としてつぎの 2つの事柄が特徴的な
ものと言えるO すなわち，
第一は，実業を振興し国民生活を解決するの
には，職業技術教育を行うべきであるという主
張である。黄炎培は，百業が進歩しないのは教
育が職業と結合しないで，読書を重んじ農工商
を見下げるからであると考えた。そこで彼は，
「職業神聖」という学説を提唱し，職業学校を設
立し， I識の無い者を就職させ，職の有る者に職
を楽しませる」ということを最終目標の達成と
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一一中国の進路指導，職業技術教育を中心として
はじめに
今までは，わが国の進路指導はどちらかとい
うと欧米の進路指導を参考にしながら発展して
きたといえるが， しかしながら，今日，わが国
の進路指導が直面している諸問題は，アジア地
域における各国の進路指導とも共通している問
題でもあると考えられる。そこで，アジア地域
における各国の進路指導(職業指導)の比較研
究の重要性を認識し，まず，隣国の中国の進路
指導(職業指導)から取り上げた次第である。
前回の論文では，①中国の国家政策としての
教育改革の動向，②学校教育制度の拡充整備の
状況，③中国における職業技術教育の重視とそ
の展開，④中等教育・高等教育段階の進路指導
の現状と課題，⑤中国における職業指導の新展
開，という観点から考察を加えてきた。
そこで， これらの内容をさらに肉付けをする
立場から，今回の論文では，つぎのように
①中国における職業指導，職業技術教育の歴史
特に中国の職業教育の先駆者・黄炎培の思
想と業績 に対する考察
②中国の教育法規等にみられる職業指導の基本
的立場とその特徴
③中国の中学校・高等学校における進路指導の
実践的研究の現状分析
という観点から検討を進めていくことにす
る。
田辰雄
1. 中国における職業指導，職業技術教育の
歴史の考察
(1) 黄炎培の思想と行動
黄炎培は中国における職業教育の先駆者と
いってよし、。中国における黄炎培に対する評価
によると，彼は中国の偉大な愛国主義者の一人
であり，すぐれた教育家であり，有名な社会活
動家であった。そして彼は一生を愛国主義の
旗，職業教育の旗，団結奮闘の旗を高く掲げ，
国家の独立，民族の解放，社会の進歩のために
多大の貢献をおこなっている。
黄炎培は 1878年に生まれ， 1965年12月に不
幸にも病気で亡くなるまで， 88年の生涯を中国
旧民主主義革命，新民主主義革命，社会主義革
命とその建設という三つの異なった歴史過程を
生き，その時代に貢献をしてきている。このこ
とは， 1987年に黄炎培先生生誕 110周年，中華
職業教育社創設70周年記念会における評価に
もみることができる。
黄炎培は，若い時に試験に合格し封建秀才，
挙人になったことがあるが官途に就く気はな
く，また南洋公学に受験され察元培に師事し，
フ占ルジョア民主主義思想を勉強して啓蒙を受
け，孫中らの指導された同盟会に 1905年，薬元
培の紹介で加入している。また， 1911年に辛亥
革命が起り，彼は積極的に上海，江蘇の蜂起に
参加している。彼は江蘇省教育司司長に任命さ
れたことがあり，教育事業の改革と発展に熱心
であったようである O
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